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　　　　　　　　　　　　翼王星の魏3年
　1930年の初めにトンボ1氏が畿見してから，今年は13年目であるが，依然と
して此の星は，蟹座のガ星の東北2D～3Qあたりを，悠kと運行してみる．光り
が弱くて，普逓の手段では殆んど其の姿を見せない。“幽冥界の支配者”だか
ら，止むを得なVが，しかレ世界第一一流の墜i遠鎚を鵠ってみる入は，ダ些泣に
よって敷測し得ると思ふ．さしあたり，趾の星の墾黄点態の有無を磁かめると
とは，大きい夏績であらうと、唇はれる．この異王星の一身は，：大弓，下の通り．
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　冥王星の観測時期は，毎年の年末から，璽年三四月頃まで，大髄塞い頃であ
る．今1943年は一月27日に：太陽と劉衝になる．その時，堆球からの最短距離は
37．1軍位，帥ち55億7千萬キロ，光蓬時間は5時聞Oε分である．太陽と會合する
のは八月1日．叉，西宮は四月19日，東留は十一月11日である．
　　　　　　　　　　　　1劔3年の馨星羅
　今1943年中に近鴫／へ齢って來る週期彗星は，今まで知れてみるもののうち，
下記のものが豫想される．
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　この4っの彗星のうち，最初に記した象ウイ黒ン璽は，1916年と1927年とに槻
測されたものであるが，1921年と1932年とには，見付からなかった．これは，
週期が凡そ5年牟であるため，襯測の都合は，1回毎に良かったり，悪るかっ
たりするのが交代するからであらう．つまり，観測不能といふのは，其の出現
